










合板工業における製品歩止りについて

富  田  明  政
小 野 寺 重 男

  何れの工業においても原材料の良否は、常に経済上の第一の問題であるが、合板工業に
おいては特に、その製品原価の 59～60％が原材料費で占められており、原木からの製品歩
止り如何は、その技術的問題と共に常に関心が持たれなければならないことは今更云う迄
もない。従来も合板工業における歩止りに関しては、各方面の識者によって種々の調査結
果が発表されているが、当所において再びこの歩止りの問題を取り上げ、主として北海道
材を主体として、各樹種について単板合板、更には単合板工場に附随してのチップボード
等の製品歩止りについて種々の調査を行いその結果の分析から原木の価値、廃材量の把握
等により、合板工業経営上の参考にした資したいと考える次第である。
  勿論、原木は同じ等級のものでも、その欠点により例えば、同じ二等原木でも曲りによ
るものと、節によるものとでは、その製品に甚だ差違を生ずることは当然であり、又時期
により産地により異なることも考えられ然も、主として当所合板工場における原木を対照
としての調査結果であるため、必ずしも標準と判断されるものとは考えられないことを始
めにお断りする。

(そのⅠ)シナ原木からの単板歩止り
  最近はシナ合板も輸出を対照とされて来てはいるがやはり国内向合板中、道材合板の大
半を占め、本州のラワン合板と対比されている。然しながら、一般市場においては、従前
のような『合板用原木』として予め採材されたシナ原木の入手は甚だ困難である。従って、
多くの工場は『一般用原木』を対照とせざるを得ない状態であるが、この『一般用原木』
は従来主として製材を対照として格付されており従ってかかるシナ原木を単板原料とした
場合、どのような歩止りになるかを知る必要があると考え、原木品等別に単板歩止りを調
査し考察して見た。

1. 調査の概要
  調査対象の原木は、同一産地の原木 24 本とし測定したが、全て“あをしな”で全体に見
て扁平形の原木が多かった。
  供試原木は第 1 表に示す通りであるが、1 等原木における 1.00 尺～1.25 尺及び 3 等原木
における 1.50 尺～1.95 尺の直径階に属する原木が無かった。
  測定項目は第 2 表の通りである。

第 1 表  供試原木総括表

第 2 表  測定項目一覧表

  単板製品は全て 4.5 厘(1.36m/m)厚さの単板とし、単板としての製品採材量を出来るだけ多
くするため、2 尺以上の長さの端切は、全てロータリーレースにかけて単板を生産した。単
板品等区分は全て乾燥後に行った。従って、所謂単板延びは材積中に含まれていない。又
歩止りは購入石数に対して算出した。
  鋸屑及び単板屑量は重量を測定し、サンプリングにより含水率を測定し、絶乾重量を算
出した。

2. 調査結果
  調査に得られた結果は、第 3 表、第 4 表に総括した。

3. 考        察
  前述の様に、Ⅰ等原木においては 1.00 尺～1.25 尺及びⅢ等原木においては 1.50尺～1.95
尺の直径階に属する原木がなかったが、此の調査結果より推定し考察す



第 6 表  単板歩止表

  何れも 6 尺の玉切を行わず、小物単板を対照としたため、6 尺単板生産における歩止りを
推測することは出来ないが、前述のように、8 フィートレースでは、4 フィートレースの場
合に比べて、剥芯径が約 50％増加してくることより、剥芯が 4 フィートレースで 10％を占
めるとすれば 8 フィートレースでは 20％を占めることになり、全体の単板収率は約 10％だ
け減少するものと考えられる。
  更に価値的な解析を必要とするが、小径原木でも現在の作業条件のままで、小物単板の
生産では充分な歩止を期待出来、形質不良のものでも、格安であれば中板としては充分利
用出来るし、6 尺単板の生産も不可能ではない。

(そのⅢ)シナ原木の価値歩止り及び原木格差
  (そのⅠ)及び(そのⅡ)にしな原木からの単板収

第 7 表  単板価格指数表



ると、大体次のようである。
(1) 国内向一般合板を対照とし『一般用原木』を原材料とした場合、シナ原木からの 4.5

厘厚さ単板の綜合歩止りは、平均 45％(1,000 平方尺/石)である。
(2) 原木の品等別単板歩止りは、Ⅰ等原木で 53％(約1,100 平方尺/石)、Ⅱ等原木で45％(約

1,000 平方尺/石)、Ⅲ等原木で 40％(約 900 平方尺/石)と見られる。
(3) 原木の直径が大きくなるに従って、単板歩止りは当然増加するが、Ⅰ等原木において

は、Ⅱ等原木、Ⅲ等原木の場合に比べて、その増加率が大きいように思われる。
(4) 原木品等と単板等級との関係において次のことが明かである。

(a) 単板甲乙板の比率は、Ⅰ等原木、Ⅱ等原木共に大体 6：4 であるが、Ⅲ等原木は 5：
5 である。

(b) 甲板中 1,2,3 等の歩止り比率は、Ⅰ等原木に最高で甲 3＞甲 1＞甲 2 であるが、Ⅱ
等原木Ⅲ等原木では共に甲 3＞甲 2＞甲 1 となり、その比率に大差がない。

(c) 全体的に見て、甲乙板の比率は 6：4 であり甲 1、甲 2、甲 3 の比率は 2：2：6 位
と見られる

(d) 製品単価の形量別に関しては、価値の高い 3 尺×6 尺、一枚物の単板は、出来高の
うち、Ⅰ等原木では 30％、Ⅱ等原木では 25％、Ⅲ等原木では 15％を占め、同時に
3 尺×6 尺一枚物の乙板はⅠ,Ⅱ,Ⅲ等の各原木間に大差が見られない。甲 1 等単板
が、Ⅰ等原木では出来高の約 15％を占めているのに対して、Ⅱ等及びⅢ等の原木
は共に僅か 5％以下であることは、大いに注目すべき事である。

(5) 廃材に関しては、総合的に見て、Ⅰ、Ⅱ、等各原木間に大差はないが、Ⅲ等原木で相
当多くなっている。
廃棄される単板量は平均石当り 23kg(絶乾重量)で、端切は勿論原木長さに支配される
が約 5％、剥芯は原木直径で異なるが約 10％と見られる。

(そのⅡ)シナ小径原木からの単板歩止り
  近年、道材の優良原木の不足に伴って、小径木の利用が叫ばれているが、その為には出
来る限り剥芯を細くして、原木を集約的に利用することが第一の問題であり、ロータリー
レースでの原木の撓み防止等その技術的解決が望まれるが、一応現在の機械で、現状の作
業条件のままの生産では、小径原木からの単板歩止りがどのようになるか、を知ることが
必要と考え調査した。

1. 調査の概要
  供試原木は、シナの直径 0.75 尺～0.95 尺の原木 63 本計 44 石を、形質のよいものと悪い
ものとに 2 大別して調査した。(注：直径１尺以下の原木検査は、形量検査のみで品等検査
が行われていない)供試原木は第 5 表に示す通りである。

当所単板工場におけるロータリーレースの剥き得る最小径は、8 フィートレースでは
0.52 尺、4 フィートレースでは 0.36 尺で、長物の採材は短尺物の採材に比べて歩止り
が相当に低下するが偶々長さ 4 尺以下の製品の要求があったので、全て 4 フィートレ
ースで生産した。形質のよい原木からは、表板を主体として生産したが、形質不良の
原木からは、殆ど表板が望まれなかったので、主として 1.2 分厚の単板を生産した。

第 5 表  供試原木総括表

2. 調査結果
調査の結果は第 4 表の通りである。
3. 考        察

  調査結果より見ると、
(1) 全体的に見て、シナ小径原木からの単板歩止りは、厚さ混みの採材で 47.6％(999.2

平方尺/石)であったが、4.5 厘単板としてみれば石当り約 1,050 平方尺の収率を期待
出来る。

(2) 良形質の小径原木からは約 50％、4.5 厘単板で 1,100 平方尺/石の歩止りが得られる。
(3) 良形質の小径原木での甲乙板比率は 4：6 位と見られる。



第 4 表  単板歩止表
注：上の数字は単板歩止り(％)
  下の数字は総収率 100 としての比率(％)



  算定結果は第 8 表の通りである。
(b) 直径 1,00 尺以下の所謂小径原木についての価値歩止り算定結果は第 9 表の通りであ
る。
(c) 以上の価値歩止り算定表より、原木格差を算定した結果、第 10 表の数値を得た。本
表はⅡ等の直径級 1.30 尺～1.45 尺の原木を 100 とした数値である。

  又、等級別の原木格差は第 11 表のようになる。
  以上のように、シナ原木の合板工場の立場から見た原木格差が得られたが、この結果よ
り見て、Ⅱ等原木を例えば石当り 1,400 円とすれば、Ⅰ等原木は約 1,700 円で購入でき、
Ⅲ等原木は約 1,200 円、小径原木は 1,350 円でしか購入出来ないことを知る。然も、Ⅰ等
原木の直径 1.50 尺上の原木は石当り約 1,900 円で購入しても損とならないことを示してい
る。但し、小径原木は、その基礎数値は全て 4 尺以下の小物単板を対照としており、又供
試原木は、全て”あをしな“であるから、”あかしな“ではその格差も又異なって来る。
  以上、試験調査に不備な点が多いが、何等かの参考ともなれば幸甚と存ずる次第である。

第 10 表  しな原木径級別格差表

第 11 表  しな原木品等別格差表

─指導所試験部─


